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「pepper

」
を
含
め
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
作
動
さ
せ
る
に
は
、
会
話
や
身
振

り
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
記
録
し

た
、ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト（
以

下
ア
プ
リ
）が
必
要
で
す
。

 

そ
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
動
さ

せ
る
ア
プ
リ
を
作
成
す
る
に
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
高
度
な
知
識
・
技
術

が
要
求
さ
れ
ま
す
。

「�

ア
プ
リ
開
発
人
材
育
成

事
業
」

　

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
ア
プ
リ
開
発
人
材
育
成
事
業
」
で

は
、
市
内
の
高
校
生
が
、
情
報
に
関

す
る
課
題
授
業
と
し
て
、「pepper

」

を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
ア
プ
リ
を
開

発
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
高
校
生
が
開
発

し
た
ア
プ
リ
を
使
っ
て「pepper

」

と
私
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
実
現
さ
せ
ま
す
。

「�

鹿
屋
市
教
育
の�

情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
」

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
は
、
こ

れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
大
き
な
柱
の

一
つ
で
す
。
今
後
も
、
平
成
28
年
度

に
定
め
た「
鹿
屋
市
教
育
の
情
報
化

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
次
の
３
つ

の
視
点
か
ら
、
学
校
教
育
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
効
果

　

ロ
ボ
ッ
ト
を
作
動
さ
せ
る
ア
プ
リ

の
開
発
を
通
じ
て
、
次
の
４
つ
の
学

習
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト

本
体
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
操

作
・
開
発
技
術
の
習
得

○�

即
戦
力
と
し
て
対
応
で
き
る
情
報

活
用
能
力
の
習
得

○�

グ
ル
ー
プ
で
ア
プ
リ
を
開
発
す
る

こ
と
に
よ
る
協
調
性
・
主
体
性
の

向
上

○�

情
報
を
組
み
合
わ
せ
て
新
し
い
も

の
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
る
、
思

考
力
・
想
像
力
・
表
現
力
の
育
成

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
次
の
よ
う
な

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
時
代
に
対
応
し
た
人
材

育
成

○
地
域
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
向
上

○�

ア
プ
リ
開
発
事
業
者
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

事
業
者
の
市
内
へ
の
誘
致（
立
地
）

や
地
元
で
の
新
た
な
雇
用
の
創
出

　

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

こ
の
事
業
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
プ
リ
授

業
を
受
け
た
高
校
生
が
市
内
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
企
業
に
就
職
す
る
な
ど
、
少
し
ず

つ
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
教
育
現
場
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

充
実
を
推
進
し
ま
す
。

ま
で
の
３
年
間
に
、
市
内
す
べ
て
の

小
・
中
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
整
備

す
る
予
定
で
す
。

事
業
の
成
果

　

先
行
的
に
導
入
し
た
鶴
峰
小
学
校

で
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
80
％
以
上

の
児
童
が
、「
学
習
意
欲
の
高
ま
り

や
授
業
内
容
の
分
か
り
や
す
さ
を
感

じ
る
」と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に

よ
り
、
児
童
自
ら
の
主
体
的
な
表
現

活
動
が
増
え
、
自
信
を
持
っ
て
自
分

の
考
え
や
思
い
を
的
確
に
表
現
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
と
も
、
事
業

の
成
果
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
、
教
職
員
か
ら
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

「
教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
が
向
上

し
、
新
た
な
教
材
開
発
に
つ
な
が
っ

た
」、「
効
率
よ
く
授
業
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
、
授
業
内
容
な
ど
が
改
善
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
化
は
日
進
月
歩
で
、

こ
れ
か
ら
も
そ
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
特
に
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

「�

か
の
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ�

教
育
推
進
事
業
」

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
教

育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
計
画
的
に
推
進
す

る「
か
の
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

鶴
峰
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
に
指
定

し
、
平
成
26
・
27
年
度
の
2
年
間
で
、

授
業
で
使
用
す
る
電
子
黒
板
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
整
備

し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
鹿
屋
女
子
高
校

に
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年
度

学校教育における

ＩＣＴ化の推進

アプリ開発教育を

通じた人材育成

学校で楽しく
学ぶ IＣＴ

▲��電子黒板を活用した授業 
（鶴峰小学校）

▲�２月に開催された「高校生 
ロボットアプリ発表会」

▲�「動かない pepper を、私たちのアプリで 
動かすんだ。」緊張した表情でのぞきこむ

　平成28年度のアプリ開発人材育成事業で、実際にアプリを開発した生
徒たちは、「動作の設定や話す言葉を細かく自分で操作できることが、大
変面白いと思いました」、「簡単に動かせたことに感動しました。いろいろ
想像が膨らみました」などの感想を語りました。また、講師は「本格的な
開発にはより高度な技術が必要ですが、この経験がいろいろな成果につな
がり、更に意欲がわき、技術的・人間的にも成長していくと思う」と話し
ています。写真は、平成29年度に鹿屋女子高校でアプリ開発授業を受け
る６人。先輩に続けと、一生懸命取り組んでいます。

　鶴峰小学校では、教育のＩＣＴ化をより効果的なものにするため、授業前
に朝の活動で「ＩＣＴタイム」を実施しています。この日は、３・４年生15人が、
算数を学習しました。熱心に問題を解いたり、時には笑顔でお互いに教え合
う姿も。学習を見守り指導する先生たちの表情も真剣そのもの。終了後に、
児童の皆さんに感想を聞いたところ、「タブレットの使い方は、最初は難しかっ
たけどすぐに覚えた。今はとても簡単」という声が多かったほか、「タブレット
を使った授業の方が楽しい」と、全員が答えました。技術習得と学習意欲向
上の一環として、学校教育のＩＣＴ化が有効であることが分かります。

REPORT REPORT

３ つ の 視 点

●�機器の活用による分かりや

すい授業や指導方法の改善

●�情報及び技能を活用する能

力や情報モラルを身につける

情報教育の推進

●校務の効率化
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